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日本のまんなか 水と緑と いで湯の街 渋川市

「夜の紅葉」光の演出で観客を魅了！
　伊香保温泉の紅葉の名所｢河

か じ か ば し

鹿橋｣では、10月23日から
11月18日までの間、恒例の紅葉ライトアップが行われま
した。ちょうど見ごろを迎えたのは11月10日。幻想的な
｢夜の紅葉｣を一目見ようと、多くの観客が訪れ、光量や
角度が変わる光の演出に歓声を上げながら、盛んに携帯
電話やカメラで記念写真を撮っていました。
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第
46
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
お
知
ら
せ

■

投
票
日
：
12
月
16
日
㈰

■

投
票
時
間
：
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投

票
日
は
、
12
月
16
日
㈰
で
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
国
政
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
選
挙
で
す
。

有
権
者
の
皆
さ
ん
は
、
進
ん
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
４
年
12
月
17
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
24
年
９

月
３
日
以
前
に
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続

き
住
ん
で
い
る
人

転
出
し
た
人
の
投
票　

平
成
24

年
８
月
３
日
以
降
に
他
の
市
町

村
へ
転
出
し
た
人
は
、
本
市
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す

■
入
場
券

　
「
投
票
所
入
場
券
」は
、世
帯

ご
と
に
封
書
で
郵
送
し
ま
す

(

５
人
以
上
の
有
権
者
が
い
る
世

帯
は
、
２
通
以
上
に
分
け
ま

す
）。自
分
の
入
場
券
を
切
り
離

し
て
投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
投
票
所

　

投
票
所
と
投
票
区
域
は
、
別

表
１
の
と
お
り
で
す
。
自
分
の

投
票
所
を
、
入
場
券
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、「
点
字

投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
点
字
氏
名
掲
示
、
点
字
器

具
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票

　

体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で

本
人
が
記
入
で
き
な
い
場
合
は
、

「
代
理
投
票
」を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
投
票
管
理
者
の
指

名
す
る
係
員
が
、
本
人
に
代
わ

っ
て
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
す

る
も
の
で
す
。
投
票
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
車
い
す
な
ど
で
投
票

所
へ
お
越
し
の
人
で
介
助
が
必

要
な
人
は
、
気
軽
に
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

〈
市
内
の
指
定
病
院
な
ど
〉

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定

す
る
県
内
の
病
院
な
ど
に
入
院
、

入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
こ
で

第30投票区

第31  〃

第32  〃

第33  〃

第34  〃

第35  〃

第36  〃

第37  〃

第38  〃

第39  〃

第40  〃

第41  〃

第42  〃

第43  〃

第44  〃

世代間交流館

湯中子会館

小野子生活改善センター

村上生活改善センター

上組地区集会所(養神館)

上白井中組自治会館

子麓住民センター

後田向住民センター

中郷住民センター

横堀集落センター

長尾小学校体育館

鯉沢自治会館

吹屋参集殿

白井公会堂

津久田小学校体育館

日の出、うわの、香東、コスモス、大日向

湯中子

小野子東、小野子西

村上東、村上西

上白井上組

上白井中組

子麓

上中郷(一部を除く)、下中郷の一部

下中郷(一部を除く)、上中郷の一部

横堀

河原、北牧西、北牧東

鯉沢

吹屋、吹屋原

白井

津久田第一、津久田第二、津久田第四

投 票 所 一 覧 表
投票区名選挙区 投 票 所 投 票 区 域

第45投票区

第46  〃

第47  〃

第48  〃

第49  〃

第50  〃

第51  〃

第52  〃

第53  〃

第54  〃

第55  〃

第56  〃

第57  〃

第58  〃

第59  〃

赤城公民館

南雲第二集会所

みやま公会堂

棚下集会所

溝呂木構造改善センター

勝保沢集会所

赤城地区住民センター

旧三原田幼稚園

樽集会所

栄集会所

北橘公民館(旧保健センター)

橘北小学校体育館

北橘中学校屋内運動場

上箱田集落センター

下箱田集落センター

津久田第三、敷島、宮田

南雲第一、南雲第二、南雲第三

みやま

棚下

持柏木、溝呂木

北上野、勝保沢

見立、滝沢

上三原田、三原田、三原田団地

樽

栄

下南室、真壁東、真壁美保、真壁下

八崎第一、八崎第二、八崎第三、分郷八崎

上小室、下小室、真壁上

上南室、上箱田、赤城山

箱田、下箱田

投票区名 投 票 所 投 票 区 域

群
　
馬
　
五
　
区

群
　
馬
　
一
　
区

群馬一区

別表1

選挙区
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あなたの一票大切に╱投票日は12月16日㈰

投
票
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
選
挙
管
理
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票
〉

　

仕
事
な
ど
で
他
の
市
町
村
に

滞
在
し
、
投
票
所
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
滞
在
先
の
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
相
当
の
期

間
を
要
す
る
た
め
早
め
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
〉

　

身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る

人
は
、
自
宅
で
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
要
件
に

よ
り
、
自
宅
で
の
代
筆
に
よ
る

投
票
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

手
続
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報

　

選
挙
公
報
は
、
告
示
後
に
作

成
さ
れ
、
投
票
日
２
日
前
ま
で

に
新
聞
折
込
で
配
布
し
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
舎
、
各
総
合
支

所
、
公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の

施
設
に
も
備
え
て
お
き
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会(

本
行
政
課
内
・
℡
�
２

１
１
１)

へ
。

期日前投票のお知らせ

衆議院議員総選挙：12月５日㈬～15日㈯
最高裁判所裁判官国民審査：12月９日㈰～15日㈯
　投票日に仕事や旅行など
の理由で、投票所へ行くこ
とができない人は、「期日前
投票」をすることができま
す。
投票時間など　別表２のと
おり
持参するもの　入場券

 〈選挙区にご注意を！〉
　今回の衆議院小選挙区選
出議員選挙では、市内で選
挙区が群馬１区と群馬５区
の二つに分かれるため、それ
ぞれ候補者が異なります。

そのため、期日前投票は、
選挙区内の投票所でなけれ
ば投票することができませ
ん。入場券に記載されてい
る期日前投票所をよく確認
し、指定された期日前投票
所での投票をお願いします。

選挙区

群馬

五区

群馬

一区

投票時間  期日前投票所

市役所本庁舎

伊香保総合支所

小野上総合支所

子持総合支所

赤城総合支所

北橘総合支所

衆議院議員総選挙  最高裁判所裁判官国民審査

投票期間

期日前投票所別表2

12月5日㈬

　　～15日㈯

12月9日㈰

　　～15日㈯

午前8時30分

～午後8時

第１投票区

第２  〃

第３  〃

第４  〃

第５  〃

 
第６  〃

 
第７  〃

第８  〃

第９  〃

第10  〃

第11  〃

第12  〃

第13  〃

第14  〃

下郷会館

寄居町会館

福祉庁舎（渋川ほっとプラザ）

中央公民館

並木町公会堂

 
川原町会館

 
元町会館

明保野会館

辰巳町会館

阿久津自治会館

金井南町住民センター

金島公民館

中川島自治会館

祖母島自治会館

大崎、下郷

東町、新町、寄居町、下之町

南町、長塚町

坂下町

並木町

３町共議会(中之町、上之町、裏宿)、
川原町、上郷、藤ノ木

元町

明保野

辰巳町

阿久津、国町

金井南町

金井本町、金井南牧

川島(一部を除く)

祖母島

投 票 所 一 覧 表
投票区名選挙区 投 票 所 投 票 区 域

第15投票区

第16  〃

第17  〃

第18  〃

第19  〃

第20  〃

第21  〃

第22  〃

第23  〃

第24  〃

第25  〃

第26  〃

第27  〃

第28  〃

第29  〃

上村住民センター

りんごの里住民センター

有馬会館

五輪平集落センター

古巻公民館

喜多集落センター

豊秋公民館

市役所

中村会館

御蔭会館

軽浜自治会館

勤労福祉センター

入沢団地集会所

新井住民センター

伊香保商工会館

上村

りんごの里、川島の一部

有馬第一(一部を除く)、有馬第二

有馬第一の一部

八木原

半田北部

行幸田第一、行幸田第二

本石原、熊野町、石原田中、石原西の一部

中村

御蔭

軽浜

石原西(一部を除く）

入沢町

半田南部

石段、ときわ、中央、雷之塚、水沢

投票区名 投 票 所 投 票 区 域

群
　
馬
　
五
　
区

群
　
馬
　
五
　
区

別表1

選挙区

3 平成24年12月１日号

  



　平成23年度決算における一般会計の歳入総額は、354億3,285万円で、前年度
と比べて0.8％の増でした。また、歳出総額は、333億2,016万円で、前年度と比
べて0.9％の増となりました。項目別の割合を見ると、収入の部では、前年度とほぼ
同様の割合となっています。また、支出の部では、土木費は減りましたが、教育費
や衛生費が増えています。

平
成
23
年
度 

市
の
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す

一般会計 歳入354億3,285万円／歳出333億2,016万円

  333億2,016万円 100.0%
支出することが決められている経費 152億4,017万円 45.7%
 人件費（市職員の給与など） 63億442万円 18.9%
 扶助費（市民への直接的な給付） 58億2,791万円 17.5%
 公債費（借入金の償還費） 31億784万円 9.3%
支出するかどうか自ら決められる経費 142億1,337万円 42.7%
 物件費（物品購入、委託料など） 47億7,460万円 14.3%
 補助費等（福祉や団体活動などへの補助金） 40億4,835万円 12.2%
 貸付金（民間などへの融資） 7億3,960万円 2.2%
 その他（※） 46億5,082万円 14.0%
資産を形成する支出 38億6,662万円 11.6%
 市民生活の基盤整備 38億6,662万円 11.6%

支 出 の 合 計
■支出の性質別内訳

※その他は、維持補修費、災害復旧費、積立金、繰出金です。

民生費
102億279万円
(30.6%)

333億2,016万円333億2,016万円

歳出

総務費
49億4,359万円
(14.8%)教育費

42億5,456万円
(12.8%)

土木費
35億1,693万円
(10.6%)

土木費
35億1,693万円
(10.6%)

公債費
31億802万円
(9.3%)

衛生費
30億6,262万円
(9.2%)

農林水産業費
15億831万円
(4.5%)

消防費
12億642万円
(3.6%)

商工費
10億5,369万円
(3.2%)

議会費
3億2,297万円
(1.0%)

災害復旧費
8,409万円
(0.2%)

労働費
5,617万円
(0.2%)

354億3,285万円

歳入

市税
112億2,334万円
(31.7%)

地方交付税
94億2,349万円
(26.6%)

諸収入
16億9,415万円
(4.8%)

繰越金
10億1,578万円
(2.9%)

繰入金
3億6,115万円
(1.0%)

その他自主財源
7億9,821万円
(2.2%)

その他依存財源
17億1,999万円
(4.8%)

県支出金
21億5,899万円
(6.1%)

市債
33億2,630万円
(9.4%)

国庫支出金
37億1,145万円
(10.5%)

国庫支出金
37億1,145万円
(10.5%)

自主財源
150億9,263万円
(42.6%)

依存財源
203億4,022万円
(57.4%)
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問い合わせ先：本財政課財政係 (℡�2414)

特別会計・企業会計

基金および市債の状況

国民健康保険
(事   業   勘   定) 101億2,396万円  96億5,146万円

国民健康保険
(診療施設勘定) 1億3,587万円 1億3,587万円

後期高齢者医療 8億3,098万円 8億2,643万円

介　護　保　険 65億4,128万円 64億9,461万円

特　別　養　護
老人ホーム事業 4,222万円 4,222万円

農産物直売事業 5,843万円 4,967万円

伊 香 保 温 泉
観 光 施 設 事 業 1億1,351万円 1億1,351万円

小野上温泉事業 3,243万円 3,243万円

交　流　促　進
セ ン タ ー 事 業 1,102万円  1,102万円

白　井　温　泉
こもちの湯事業 3,545万円 3,545万円

下  水  道  事  業 20億3,778万円 20億3,542万円

農業集落排水事業 14億8,495万円  14億8,196万円

個別排水処理事業 2,819万円  2,819万円

簡 易 水 道 事 業 2億1,400万円 2億1,400万円

収 益 的 収 支 17億1,812万円 15億8,782万円

資 本 的 収 支 8,359万円 9億3,430万円

収 益 的 収 支 15億4,721万円 16億6,438万円

資 本 的 収 支 2億742万円 2億741万円

特
　
別
　
会
　
計

項　　目　　　　　　 　　収　入　　　　　　 支　出

水　　道
事業会計

病　　院
事業会計

基金（一般会計）
     財  政  調  整
     基　      　金
     減  債  基  金
     特  定  目  的
     基  金  （ ※ ）
市債（借入金）残高
     一  般  会  計
     ・ 特 別 会 計

     水道事業会計

     病院事業会計

55億6,932万円

36億38万円

5億円

14億6,894万円

616億8,556万円

540億6,710万円

58億4,787万円

17億7,059万円

68億3,950万円

44億2,828万円

5億9万円

19億1,113万円

619億1,464万円

547億6,268万円

55億3,584万円

16億1,612万円

12億7,018万円

8億2,790万円

9万円

4億4,219万円

2億2,908万円

6億9,559万円

△3億1,203万円

△1億5,448万円

項　　目          平成22年度末    平成23年度末         増　減

平成23年度決算に基づく
健全化判断比率等

※水道事業会計で資本的収入額が資本的支出額に不足する分は、当年度分
損益勘定留保資金などで補いました。
※病院事業会計で資本的収入額が資本的支出額に不足する分は、繰越工事
資金で補いました。

※特定目的基金とは、福祉事業基金、国際交流基金など、用途が特定さ
れている基金のことです。

　「健全化判断比率」では、4つの指標
のうち、いずれも早期健全化基準や
財政再生基準を超えないことが健全
な財政状況にあることを示します。
また、市の公営企業会計では、「資
金不足比率」が経営健全化基準を超
えないことが健全な財政状況にある
ことになります。
　本市の状況は、下表のとおり全て
の比率が基準値を下回り、財政運営
が健全な状況であるという結果にな
りました。
　今後も財政規律を維持しながら、
健全な財政運営に努めます。

　 実質赤字比率
　行政サービス全般に関する経理を行
う一般会計などの赤字の程度を指標化
したもの。赤字がないことが望ましい。
　 連結実質赤字比率
　全会計の赤字や黒字を合算し、市
全体での赤字の程度を指標化したも
の。赤字がないことが望ましい。
　 実質公債費比率
　借入金の返済額とそれに準じる額
の大きさを指標化し、資金繰りの危
険度を示すもの。数値が低いほうが
望ましい。
　 将来負担比率
　市の一般会計の借入金や将来支払
う可能性のある負担などについて、
現在残高の程度を指標化し、今後の
財政を圧迫する可能性を示す比率。
数値が低いほうが望ましい。
　 資金不足比率
　公営企業の資金不足を、公営企業の
事業規模である料金収入の規模と比較
して指標化し、経営状況の深刻度を示
す比率。不足額がないことが望ましい。

■ことばの説明 ---------------------

●健全化判断比率

●資金不足比率

比率の名称

実質赤字比率

連結実質赤字
比 率
実 質 公 債 費
比 率

将来負担比率

本市の比率

赤字なし

赤字なし

9.6%

52.1%

比率の名称

資金不足比率
(各公営企業会計)

本市の比率

不足なし

経営健全化基準

20.0%

早期健全化
基 準

12.32%

17.32%

25.0%

350.0%

財 政 再 生
基 準

20.0%以下

30.0%以下

35.0%以下

－

5 平成24年12月１日号

  



※一般会計とは、市税を主な収入財源として、市民生活に密着した福祉や教育、道路整備やごみ処理といった行政サービス全般に関する経理
を行う会計です。

市民の皆さんに納めていただく
固定資産税や市民税など
市の財政状況に応じて国から
交付されるお金
特定の事業を行うために国か
ら交付されるお金
国や金融機関などから借り入
れるお金

利子や雑収入など

特定の事業を行うために県か
ら交付されるお金
積み立てていた基金から繰り
入れるお金

財産収入やそのほかの収入

市 税

地方交付税

国庫支出金

市 債

諸 収 入

県 支 出 金

繰 入 金

そ の 他

入
歳 予算額

104億5,292万円

85億8,000万円

32億4,704万円

40億5,060万円

17億7,680万円

22億1,960万円

12億1,961万円

32億5,079万円

予算額
2億9,314万円

43億1,747万円

104億7,319万円

30億6,611万円

17億3,325万円

10億1,644万円

42億2,350万円

44億8,732万円

31億7,116万円

20億1,578万円

収入済額(収入率)
57億753万円(54.6%)

61億4,580万円(71.6%)

12億9,737万円(40.0%)

3,740万円(0.9％)

2億9,657万円(16.7%)

2億3,997万円(10.8%)

０万円(0.0％)

20億9,110万円(64.3%)

支出済額(執行率)
1億5,835万円(54.0%）

22億4,516万円(52.0%)

40億4,754万円(38.6%)

13億7,576万円(44.9%)

2億8,144万円(16.2%)

6億5,036万円(64.0%)

8億5,511万円(20.2%)

15億5,076万円(34.6%)

14億3,041万円(45.1%)

6億4,949万円(32.2%)

収入済額(収入率)
57億753万円(54.6%)

61億4,580万円(71.6%)

12億9,737万円(40.0%)

3,740万円(0.9％)

2億9,657万円(16.7%)

2億3,997万円(10.8%)

０万円(0.0％)

20億9,110万円(64.3%)

一 般 会 計 歳入・歳出予算 347億9,736万円

（

）

出
歳
（

）
借り入れたお金の返済に使わ
れるお金
消防費や労働費など、その他
の支出

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

議員の報酬や、議会運営など
に使われるお金
市の全般的な事務に使われる
お金
子どもやお年寄り、体の不自
由な人のために使われるお金
市民の健康増進やごみの処理
などに使われるお金
農林水産業などの振興や土地
改良に使われるお金
商工業の発展、観光振興など
に使われるお金
区画整理事業、道路、公園整
備などに使われるお金
幼稚園、小・中学校、文化活
動などに使われるお金

支出済額(執行率)
1億5,835万円(54.0%）

22億4,516万円(52.0%)

40億4,754万円(38.6%)

13億7,576万円(44.9%)

2億8,144万円(16.2%)

6億5,036万円(64.0%)

8億5,511万円(20.2%)

15億5,076万円(34.6%)

14億3,041万円(45.1%)

6億4,949万円(32.2%)

%001%05%０

%001%05%０

収
入
率
45

収
入
済
額
１
５
８
億
１
５
７
４
万
円

５

執
行
率
38

支
出
済
額
１
３
２
億
４
４
３
８
万
円

１

市民一人当たりに使われるお金と負担額平成24年度

予算 市税の負担額　12万4,751円
　／市税予算総額 104億5,292万円

使われるお金　41万5,293円
　／歳出予算総額 347億9,736万円

（9月30日現在／人口8万3,790人）

市の財政状況
中間報告

平成24年度

　市では「渋川市財政概要の作成及び公表
に関する条例」に基づいて、皆さんが納め
た市税などの収入状況とその使われ方、市
の借入金(市債)などの財政状況を年２回公
表しています。
　今回は、4月1日から9月30日までの上半
期の財政状況をお知らせします。

6広報しぶかわ

活気あふれる「渋川山車まつり」
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※特別会計は、保険料や使用料などの収入によって運営する事業の会計です。一般会計とは
区別しています。

※企業会計とは、市などが直接経営する企業の会計です。
※収益的収支＝企業の経営活動にかかる収支。
※資本的収支＝企業の将来の経営活動に備えて行う建設改良などにかかる収支。

市　有
財産の
状　況

基　金 土地（山林含む） 建　物 有価証券その他の権利

特定目的基金

その他の基金

36億3,431万円

60億2,923万円
1,229万7,400㎡ 36万8,049㎡ 14億428万円

※特定目的基金とは、福祉事
業や国際交流など、用途が特
定されている基金のことです。
その他の基金は、市税収入の
大幅な減少などに備えて積み
立てている基金です。

企 業 会 計

特 別 会 計

水
道
事
業

病
院
事
業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

区　　分 予算額 収入済額
（収入率）

支出済額
（執行率）

区　　分 予算額 収入または
支出済額

収入率または
執行率

国 民 健 康 保 険
（事 業 勘 定）
国 民 健 康 保 険
（診 療 施 設 勘 定）

後期高齢者医療

介 護 保 険

特 別 養 護
老人ホーム事業

農作物直売事業

伊 香 保 温 泉
観 光 施 設 事 業

小野上温泉事業

交 流 促 進
セ ン タ ー 事 業

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

個別排水処理事業

簡 易 水 道 事 業

103億447万円

1億3,634万円

9億6,587万円

68億8,094万円

4,248万円

876万円

1億306万円

3,684万円

531万円

23億4,505万円

13億5,571万円

4,548万円

2億6,636万円

37億5,608万円
（36.5％）

3,632万円
（26.6％）

2億8,466万円
（29.5％）

25億7,162万円
（37.4％）

0万円
（0.0％）

876万円
（100.0％）

3,797万円
（36.8％）

950万円
（25.8％）

0万円
（0.0％）

2億6,907万円
（11.5％）

7,467万円
（5.5％）

156万円
（3.4％）

5,111万円
（19.2％）

41億3,883万円
（40.2％）

5,889万円
（43.2％）

2億8,056万円
（29.0％）

28億8,718万円
（42.0％）

2,613万円
（61.5％）

89万円
（10.2％）

3,818万円
（37.0％）

1,952万円
（53.0％）

161万円
（30.3％）

7億4,858万円
（31.9％）

4億4,181万円
（32.6％）

295万円
（6.5％）

6,148万円
（23.1％）

17億1,514万円

16億65万円

1億2,948万円

9億1,761万円

16億2,633万円

18億2,017万円

1億9,505万円

1億9,505万円

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

8億5,929万円

3億2,640万円

0万円

2億6,822万円

8億1,986万円

7億1,042万円

1億4,096万円

9,400万円

50.1%

20.4%

0.0%

29.2%

50.4%

39.0%

72.3%

48.2%

４
月
〜
９
月
市
の
財
政
執
行
状
況

問い合わせ先：本財政課財政係 (℡�2414)

　市の借金である市債の平成24年9月
30日現在の残高は、全会計を合わせて
598億1,743万円です。市民１人当た
り、約71万円の借金があることになり
ます。
　市債は、市が道路整備や公共施設の
建設などを行うときに、国や金融機関
から借り入れるお金です。施設などを
造った年の税金だけでなく、施設を利
用していく将来の市民の皆さんにも費
用を公平に負担してもらうことにより、
世代間の負担を公平にすることができ
ます。また、資金を借りることによっ
て、その年の支出を少なくすることに
なり、そのほかの事業にも取り組むこ
とができます。今後も市債の借り入れ
に当たっては、後年度の負担額を十分
考慮し、計画的に行います。
(平成24年9月末日現在人口＝8万3,790人)

－市民１人当たり約71万円－

7 平成24年12月１日号

  

市の借金(市債)の総額は
598億1,743万円

■市債の状況　

●市民一人当たりの借入額

71万3,897円

    借入金の使いみち

一 般 ・ 特 別 会 計

　下水道の整備

　道路・橋りょうの
　整備、区画整理

　教育施設の建設

　温泉・観光施設の建設

　その他

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

総合計

借入金残額        
（前年同期比較）     
529億1,633万円
（7億1,574万円）

217億7,719万円
（5,278万円）

81億6,558万円
（△2億3,378万円）

26億7,316万円
（2億633万円）

7億8,340万円
（△2億5,332万円）

195億1,700万円
（9億4,373万円）

53億7,647万円
（△3億1,649万円）

15億2,463万円
（△1億5,713万円）

598億1,743万円
（2億4,212万円）
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水　質

沼尾川親水公園

8広報しぶかわ

　

平
成
23
年
度
は
、
36
河
川
の
水
質

を
年
４
回
測
定
し
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
、｢

人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る

環
境
基
準｣

で
は
、
２
河
川
で
硝
酸
性

窒
素
と
亜
硝
酸
性
窒
素
の
基
準
値
を

超
過
し
て
い
ま
し
た
。
主
な
原
因
と

し
て
、
畜
産
関
係
の
排
水
や
施
肥
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

｢

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境

基
準｣

に
つ
い
て
は
、
利
根
川
と
吾
妻

川
が
対
象
で
す
が
、
大
腸
菌
群
数
を

除
い
て
全
て
基
準
値
内
で
し
た
。
ま

た
、
利
根
川
・
吾
妻
川
に
流
入
す
る

中
小
河
川
に
は
環
境
基
準
が
適
用
さ

れ
な
い
た
め
、
コ
イ
や
フ
ナ
が
生
息
で

き
る
と
さ
れ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
と
比
較

し
た
結
果
、
超
過
し
た
河
川
は
、
逆

川
、
天
神
沢
川
、
唐
沢
川
、
午
王
上
流

（
全
て
渋
川
地
区
）の
４
河
川
で
し
た
。

　

下
水
道
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
河

川
の
水
質
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
及
の
進
ん
だ
市
街
地
の
値
は
低
下

傾
向
に
あ
り
、
郊
外
の
河
川
で
は
人

口
増
加
と
普
及
の
遅
れ
に
よ
り
、
高

い
値
を
示
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　市では、皆さんの健康
や生活に影響する環境汚
染について、水質や大気、
騒音などの各種環境調査
を行っています。今回、
平成23年度の調査結果
をお知らせします。

市内の環境調査結果を報告します市内の環境調査結果を報告します市内の環境調査結果を報告します
─ 豊かな自然環境を守り育て 未来に引き継ぐために─

市内の環境調査結果を報告します市内の環境調査結果を報告します
本環境課（℡㉒2114）

S53（年度）

（㎎/ℓ） （％）
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汚水処理率BOD年平均値

中小河川BOD年平均値の経年変化

平成23年度 中小河川のＢＯＤ値（年平均）
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騒音・振動

大　気
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市
内
に
は
、
県
の
常
時
監
視
装

置（
テ
レ
メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
）が
二

局
設
置
さ
れ
、
自
動
車
排
出
ガ
ス

の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般

環
境
大
気
の
主
な
測
定
対
象
は
、

①
二
酸
化
硫
黄
、
②
窒
素
酸
化
物
、

③
浮
遊
粒
子
状
物
質
、
④
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
、
⑤
風
向
・
風
速
・

気
温
で
す
。

　

①
～
④
の
測
定
結
果
を
環
境
基

準
と
比
較
す
る
と
、
①
～
③
は
低

い
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
④
の

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
平
成
３

年
の
測
定
開
始
以
来
、
環
境
基
準

を
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
全
国
的
に
も
環
境
基
準
を

達
成
し
て
い
る
地
点
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
独
自
の
測
定
と
し
て
、
ア
ル

カ
リ
ろ
紙
に
よ
る
調
査
を
昭
和
51

年
か
ら
30
年
以
上
続
け
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
市
内
25

カ
所
に
百
葉
箱
を
設
置
し
、
硫
黄

酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
、
塩
化
物

イ
オ
ン
、
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
を
測

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
環
境
基
準
と

の
単
純
な
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

長
期
間
に
わ
た
る
調
査
結
果
か
ら
、

経
年
変
化
を
観
察
す
る
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
測
定
結
果
か
ら
、

フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
を
除
く
３
物
質

は
低
い
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
に
つ
い
て
は
、

や
や
高
い
値
で
推
移
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
23
年
度
は
前
年
度
よ
り

も
、
や
や
低
い
値
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
濃
度
が
高
く
な
る
と
、
植

物
に
対
し
て
の
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　

一
般
的
に
騒
音
と
は
、｢

不
快
な

音｣｢

不
必
要
な
音｣

の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
一
般
環
境
や
道
路
騒
音

に
つ
い
て
は
環
境
基
準
が
あ
る
ほ

か
、
工
場
・
事
業
場
騒
音
、
建
設

作
業
騒
音
、
自
動
車
騒
音
に
つ
い

て
は
、
騒
音
規
制
法
に
よ
り
規
制

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
環
境
騒
音

　

一
般
地
域
の
道
路
に
近
い
地
域

で
、
夜
間
の
基
準
値
を
超
え
て
い

ま
し
た
。
交
通
量
の
多
い
道
路
に

面
し
て
い
る
地
域
で
は
、
お
お
む

ね
基
準
値
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

②
自
動
車
騒
音

　

高
速
自
動
車
道
周
辺
で
は
、
環

境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
道
17
号
沿
線
で
は
昼
夜
と
も
に

環
境
基
準
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

③
新
幹
線
鉄
道
騒
音

　

新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
つ
い
て
は
、

軌
道
か
ら
の
距
離
が
異
な
る
３
地

点
で
測
定
し
、
軌
道
に
近
い
側
の

２
地
点
で
基
準
値
を
超
え
ま
し
た
。

④
特
定
工
場
等
騒
音

　

騒
音
規
制
法
で
騒
音
の
発
生
源

と
さ
れ
て
い
る
特
定
施
設（
空
気
圧

縮
機
な
ど
）を
有
す
る
事
業
所
の
騒

音
に
つ
い
て
、
騒
音
発
生
源
が
屋

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
場
で

は
、
騒
音
規
制
法
の
規
制
基
準
値

以
下
で
し
た
。
し
か
し
、
発
生
源
が

屋
外
の
設
置
や
、
屋
内
で
も
開
放

的
に
な
っ
て
い
る
事
業
場
の
多
く
で

は
、
基
準
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
規
制
基
準
を
超
え
て

い
る
事
業
場
の
周
辺
の
人
た
ち
か

ら
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
に
、
改

善
を
指
導
す
る
な
ど
の
対
応
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

公
害
と
し
て
の
振
動
は
、
人
為

的
に
発
生
す
る｢

不
快
な
振
動｣

の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
振
動
に
つ
い

て
は
、
環
境
基
準
は
定
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
調
査
対
象
ご
と
に

指
針
や
規
制
基
準
な
ど
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
道
路
交
通
振

動
調
査
を
３
地
点
、
新
幹
線
鉄
道

振
動
調
査
を
３
地
点
、
特
定
工
場

な
ど
で
発
生
す
る
振
動
調
査
で
は

15
事
業
所
の
37
地
点
で
行
い
ま
し

た
。
結
果
は
、
全
て
基
準
ま
た
は

指
針
の
範
囲
内
で
し
た
。

テ
レ
メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

大
気
汚
染
監
視

騒 

音

ア
ル
カ
リ
ろ
紙
に
よ
る
大
気
中

の
酸
性
物
質
の
測
定

振 

動

今回報告した調査結果の詳細については、｢渋川の環境｣ を発行するほか、
市ホームページ（http://www.city.shibukawa.lg.jp）で公表していきます。



地
域
福
祉
計
画
と
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

策
定
に
皆
さ
ん
の
意
見
を

農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市政 トピックス
－ＴＯＰＩＣＳ－

10広報しぶかわ

地区別懇談会開催のお知らせ農家の皆さんへ

　

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る「
ま
ち
づ
く
り
」の
た

め
、
住
民
相
互
が
助
け
合
い
、
支
え

合
う
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
平
成
25
年
度
に「
渋

川
市
地
域
福
祉
計
画
」お
よ
び「
渋
川
市

地
域
福
祉
活
動
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
策
定
に
当
た
り
、
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
よ
り

良
い
計
画
に
す
る
た
め
、
地
区
別
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お
り

対
象
者　

市
内
在
住
の
人

申
込
方
法　

参
加
申
込
書(

本
社
会
福

祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
各
公
民
館
に

あ
り
ま
す)

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

提
出
場
所
へ
提
出
。

※
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(http://w
w
w
.shibukaw

a-csw
.o

r.jp
/)

か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

申
込
書
提
出
場
所　

社
会
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
市
社
会

福
祉
協
議
会(

本
所
ま
た
は
支
所)

へ

持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
市
社
会
福

祉
協
議
会(

ｆ
�
１
７
２
１)

へ

申
込
期
限　

各
地
区
と
も
開
催
日
の

前
日

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課(

℡
�
２

３
５
９)

ま
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会

(

℡
�
０
５
０
０)

へ
。

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

を
作
成
す
る
た
め
、
各
地
区
の
農
業

協
力
員
を
通
じ
て
、
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
書
を
12
月
中
に
配
布
し
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
資
格
要
件
〉

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市

に
住
所
が
あ
る
平
成
５
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
ど
ち

ら
か
に
該
当
す
る
人

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
人

②「
①
」と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、

耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
の
人

〈
提
出
方
法
〉

　

地
区
の
農
業
協
力
員
が
、
１
月
６

日
㈰
ま
で
に
登
載
申
請
書
の
回
収
に

伺
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
二
市
農
業
委
員
会
事

務
局(
℡
�
２
９
２
０)

ま
た
は
本
市

選
挙
管
理
委
員
会(

本
行
政
課
内
・
℡

�
２
１
１
１)
へ
。

宝
く
じ
に
よ
る

地
域
づ
く
り

　公益財団法人群馬県市町
村振興協会では、市町村振
興宝くじ(サマージャンボ宝
くじ)の交付金を財源とし
て、自治会などの活動に必
要な設備や施設の整備に対
し、助成を行っています。

　この魅力あるコミュニテ
ィ助成事業により、渋川地
区自治会連合会では、渋川
地区内３カ所の住民センタ
ーにコピー機、展示用パネ
ル、いす、机などを整備し
ました。　(本市民生活課)

  渋川地区の住民センターに
　　　　　  コピー機や机などを整備

対象地区 とき ところ

渋 川 地 区 12月20日(木) 午後６時30分 渋川ほっとプラザ

豊 秋 地 区 12月22日(土) 午前10時 豊秋公民館

北 橘 地 区  １月 ９ 日(水) 午後１時30分 北橘総合支所

赤 城 地 区 １月15日(火) 午後６時30分 赤城総合支所

子 持 地 区 １月16日(水) 午後１時30分 子持福祉会館

小野上地区 １月17日(木) 午後６時30分 小野上地域福祉センター

古 巻 地 区 １月18日(金) 午後６時30分 古巻公民館

伊香保地区 １月22日(火) 午後１時30分 伊香保公民館

金 島 地 区 １月30日(水) 午後６時30分 金島ふれあいセンター

地区別懇談会日程表



対
象
は
製
造
業
を
営
む
事
業
所
／

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

11 平成24年12月１日号

　平成24年度職員採用試験(平成25年４月１
日付採用)を次のとおり行います。広い視野
や柔軟な発想力を持ち、即戦力として活躍
できる人を募集します。
職種　土木技師
採用人員　若干人
受験資格　次の要件を満たす人　①日本国
籍を有している人　②昭和49年４月２日か
ら昭和59年４月１日までに生まれた人
③民間企業などにおける土木関係の設計、
施工管理などの職務経験を平成24年11月
30日までに５年以上有している人
試験内容　▷第１次試験＝一般教養試験、
適性検査および作文　▷第２次試験＝面接
試験
試験日時・会場　▷第１次試験＝１月13日
(日)午前９時30分(市役所第二庁舎)　▷第
２次試験＝２月中旬(市役所本庁舎・第１次
試験合格者対象）
申込方法　申込書・受験票(本職員課にありま
す)、住民票の写し(本人）、顔写真(縦４㎝×横
３㎝)１枚を添え、持参または郵送で職員課
(〒377-8501・石原80)に提出してください
※申込書および受験票は、市ホームページ
(http://www.city.shibukawa.lg.jp/)から印
刷できます。
受付期間　12月３日(月)～20日(木)午前８
時30分～午後５時15分(土・日曜日は除く)
※当日消印有効。
　詳しくは、職員課(℡�2362)へ

工業統計調査にご協力ください
平成24年度市職員採用試験

　

12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て「
平
成

24
年
工
業
統
計
調
査
」が
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
製
造
出
荷
額
や
原
材

料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製
造
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
行
政
施
策
の
重
要

な
基
礎
資
料
と
し
て
広
範
囲
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査

票
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

調
査
内
容
は「
統
計
法
」に
よ
り
厳

重
に
保
護
さ
れ
て
い
る
た
め
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
〉

工
業
統
計
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー(

ｄ

０
１
２
０

－

８
０
５

－

０
７
１)

開
設
期
間　

12
月
10
日
㈪
～
３
月
22

日
㈮

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
31
日
㈪

～
１
月
３
日
㈭
を
除
く)

　市では、統計調査協力員を募集し
ています。皆さんのご応募をお待ち
しています。
　市ホームページ(http://www.city.
shibukawa.lg.jp/shisei/toukei/ky
ouryokuboshuu.html)でも募集情
報を確認できます。
　詳しくは、本情報統計課(℡�2320)へ。

統計調査協力員募集！

優良事業所等を表彰しました

　事業所の特色を生かしながら、技術の改善や経営管理、
雇用の促進などに優れた成果のあった事業所等を表彰す
る、平成24年度優良事業所等表彰式が10月24日に行わ
れました。表彰を受けた事業所等は次のとおりです。

【表彰を受けた優良事業所等・順不同】
㈱ホテル松本楼、㈲勝月堂、㈲タナベ、㈱北毛開発、
㈱佐藤建設工業、㈳誠光会

　　　　技術改善や雇用の促進に努めた
　　　　　　　　　　　　６事業所等が受賞　　　　

   土木技師を募集します！
申込期限は12月20日まで



渋川ほっと サッカーを通じて
子どもたちの健全な成長を願う

きらり サークル仲間

人

代 

表

ザ・岳
が く

小野實さん

おやじたちが奏でるヒットメロディーの数々

　

優
し
い
顔
つ
き
で
少
し
控
え
め
に

話
す
姿
に
、
紳
士
的
な
印
象
を
受
け

た
今
井
隆
雄
さ
ん
。
中
学
・
高
校
と

部
活
動
で
サ
ッ
カ
ー
に
明
け
暮
れ
た

今
井
さ
ん
は
、
就
職
後
も
仲
間
と
共

に
地
元
北
橘
で
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
る
ほ
ど
、
サ
ッ
カ
ー
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
56
歳
。
現
在
は
、
橘
少

年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
総
監
督
で
す
。

　

今
井
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ

カ
ー
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
今
か
ら
34
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。

当
時
、
地
元
の
先
輩
が
少
年
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
の
を
知
り
、

今
井
さ
ん
自
身
も
一
緒
に
チ
ー
ム
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
指
導
を
始
め
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

　

三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
子
ど
も

た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
し
て
き
た

今
井
さ
ん
。
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
群
馬
県
大
会
北
毛
地
区
の
予

選
会
で
無
失
点
優
勝
し
、
県
大
会
で

ベ
ス
ト
８
に
な
れ
た
こ
と
。
子
ど
も

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ー
チ
ン
グ
ス

タ
ッ
フ
、
保
護
者
が
一
丸
と
な
っ
て

試
合
に
臨
め
た
こ
と
が
た
ま
ら
な
く

う
れ
し
か
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
、
今
井
さ
ん
の
ほ
か
に
サ
ッ

カ
ー
を
指
導
す
る
５
人
の
コ
ー
チ
陣

は
、
全
て
今
井
さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
を

指
導
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

そ
ん
な
今
井
さ
ん
は
、「
サ
ッ
カ
ー

は
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
大
事
。
だ
か
ら

友
達
を
大
切
に
し
て
、
元
気
よ
く
ボ

ー
ル
を
追
い
か
け
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
い
つ
ま
で
も
地
元
に
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
が
残
っ
て
い
て
ほ
し
い｣

と
サ

ッ
カ
ー
へ
の
思
い
を
熱
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

内　容
日　程

場　所
会員数

コンボバンド
毎週火曜日
午後６時30分～９時
小野上公民館
７人

☆一言アピール☆
　かつて楽器を楽しんでいた
若者(今はおやじ)が、また楽
しみたいと若い女性を加えて
バンドを結成。演歌やポップ
スなどを演奏しています。現
在、参加してくれる仲間を待
っています！

今井　隆雄さん

　「サッカーは、選手自
身が考えて動くのが面
白い。個性を生かして、
元気にプレーしてほし
い」と話す今井さん。

（北橘町真壁・56歳）

℡�2319
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な んだか見ていると楽しいね！
全国創作こけし美術展in渋川

市立図書館・古本市

　11月４日、市立図書館の玄関
前で、｢古本市｣が開かれました。
保存期間を過ぎた雑誌や所蔵の
必要のない本を、市立図書館が
１人５冊までと限定して無料で
配布。訪れた人たちは、｢あの本
がいいかな｣｢この本はどうかな｣
と熱心に選んでいました。｢新刊
本とはちがう発見がある｣という
ファンも多い｢古本｣。持ち帰られ
た雑誌や本は、これからきっと新
しい持ち主の役に立つことでし
ょう。

熱心に雑誌や古本を選ぶ来訪者

古本と新しい持ち主
との出会い

　10月31日から11月６日まで、市民会館小ホールを会場に開催された｢第
19回全国創作こけし美術展in渋川」。本市で活動する人を中心に39人の作家、
約100点のこけしが一堂に展示され、期間中、多くの観覧者が訪れました。
11月１日には、第一保育所の園児たちが来場。大小色とりどりの創作こけし
を前に、自然と笑みがこぼれます。作家が精魂込めて制作した作品と、純真無

む

垢
く

な子どもたちがつながった瞬間でした。

第一保育所の園児たち
は、こけし展観覧の常
連さん。芸術文化に触
れる機会として、毎年
訪れています
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冬の県民交通安全運動
事故のない　群馬はあなたの
注意から

　自動車で仲間と飲食
店などに行く場合は、
お酒を飲まない人を決
め、仲間を自宅まで送
り届ける「ハンドルキー
パー運動」を実践しまし
ょう。

１　自転車は、車道が原則、歩道は例外
２　車道は左側を通行
３　歩道は歩行者優先、車道寄りを徐行
４　安全ルールを守る
　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　○夜間はライトを点灯
　○交差点での信号遵守と一時停止・
　　安全確認
５　子どもはヘルメットを着用

　自転車に乗りながらの携帯電話やメール、
ヘッドホン使用は違反です！
交通ルールを守り、安全に乗りましょう。

ハンドルキーパー運動の実施

自転車も車両です！

－自転車安全利用五則－

実施期間
12月1日(土) 　

～10日(月)　

本市民生活課　℡�2463

冬の県民交通安全運動
ス
ロ
ー
ガ
ン

①高齢者の交通事故防止
▷道路横断中の事故が多発しています。必ず左
右の安全を確認しながら横断しましょう！
▷体調不良時は運転しない。運転に不安を感じ
るようになったら、運転免許の自主返納を検討
しましょう！
②夕暮れ時と夜間の交通事故防止
▷早めに反射材用品を着用するとともに、外出
時は明るい色の服装に心掛けましょう！
▷ライトは早めに点灯。対向車などに配慮しな
がらハイビームを積極的に活用し、歩行者や自
転車を早期に発見して危険を回避しましょう！
③飲酒運転の根絶
▷「飲酒運転を絶対にしない・させない」とい
う固い決意を持つとともに、飲酒運転の車には
絶対に同乗しない！
▷二日酔いでの運転は、飲酒運転になります。
飲酒の量や時間に配意しましょう！
④交差点事故・追突事故の防止
▷一時停止交差点では、確実に停止し安全確認。
見通しの悪い交差点では、徐行や左右の安全確
認。危険を予測した運転を励行しましょう！
▷追突事故に遭わないために、早めに方向指示
器やストップランプ、ライトを点灯しましょう！

　４つの重点実施項目の励行で
交通事故を防ぎましょう！
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渋川市公式ツイッター

https://twitter.com/
URL
フォローをお願いします！

【

広

告

】

15 平成24年12月１日号

お
知
ら
せ

本
税
務
課　
　

℡
�
２
１
８
９

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
土
地
や
家
屋
、
償

却
資
産(

事
業
用
資
産)

を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

個
人
ま
た
は
法
人
は
、
毎
年
１

月
31
日
ま
で
に
そ
の
状
況
を
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
所
有
者
に
は｢

償
却
資

産
申
告
書｣

を
12
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
加
除
修
正
を
し

て
、
期
限
内
に
税
務
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
く
事
業
を
始
め

た
人
な
ど
で
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
税
務
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
償
却
資
産
の
申
告
は
、

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム(

ｅエ

Ｌル

－

Ｔタ

ッ

ク

ス

ａ
ｘ)

に
よ
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申

告
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(http

：//w
w
w
.city.shibuka

w
a.lg.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
は
、

12
月
25
日
㈫
ま
で
に
税
務
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
総
務
課
へ「
家

屋
滅
失
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
取
り
壊
し
た
家
屋
に
つ
い

て
の
固
定
資
産
税
は
翌
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が

登
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

法
務
局
で「
建
物
滅
失
登
記
」を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
も
、

税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
登
記
し
て
い
な
い
家
屋
の
所

有
者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

▽
店
舗
や
事
務
所
と
し
て
使
用

し
て
い
た
家
屋
を
住
居
用
に
変

償
却
資
産
の
申
告

家
屋
滅
失
届

高
崎
税
務
署
に
よ
る

青
色
決
算
説
明
会

本
税
務
課　
　

℡
�
２
１
８
９

本
税
務
課　
　

℡
�
２
１
１
３

　

税
理
士
を
講
師
に
、
個
人
事

業
者
等
青
色
申
告
者
の
決
算
や

年
末
調
整
の
仕
方
な
ど
の
無
料

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
筆

記
用
具
を
持
参
の
上
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
渋
川
市
会
場
〉

期
日　

12
月
18
日
㈫

時
間　

▽
午
前
の
部
＝
午
前
10

時
～
正
午　

▽
午
後
の
部
＝
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

所　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

〈
高
崎
市
会
場
〉

期
日　

12
月
12
日
㈬　

時
間　

▽
午
前
の
部
＝
午
前
10

時
～
正
午　

▽
午
後
の
部
＝
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

所　

高
崎
市
中
央
公
民
館(

高
崎

市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・
高

崎
市
末
広
町
27)

※
各
会
場
と
も
駐
車
場
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
な
る
べ
く

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
か
、

車
の
場
合
は
乗
り
合
わ
せ
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
高
崎
税
務
署(

個

人
課
税
第
一
部
門
・
℡
０
２
７

－

３
２
２

－

４
８
４
１)

へ
。

更
し
た
場
合
な
ど
、
家
屋
の
用

途
変
更
を
し
た
と
き

広告募集中
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時 所 内
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費 持
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期 他

FAX Eメール

市内約３万1,000世帯に配布されます

規格・掲載料（1 回）　▷ A 区画（縦 4.9㎝×横
8.7㎝）＝1万 5,000円　▷ B 区画（縦 4.9㎝×横
17.7㎝）＝３万円
問い合わせ先　本秘書広報課（℡�2182）

本紙の有料広告募集中
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福
　
祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
�
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

時　

12
月
23
日
㈰

内　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の

み)
〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

時　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島

駅
発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル

メ
渋
川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午

後
２
時
セ
ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

時　

12
月
13
日
㈭
午
後
１
時
30
分

所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御
蔭)

〈
１
月
の
休
館
日
〉

１
日
㈷
、
２
日
㈬
、
３
日
㈭
、

７
日
㈪
、
15
日
㈫
、
16
日
㈬
、

21
日
㈪
、
28
日
㈪

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

年
２
回
紙
お
む
つ
を
無
料
で
給

付
し
て
い
ま
す
。

対　

市
内
在
住
の
在
宅
で
生
活

し
て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人　
　
　
　
　

▽
要
介
護
度
１
以
上
の
人　
　

▽
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人　
　
　
　

 

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅(

旧
適

合
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅)

の
入

居
者
は
、
該
当
と
し
ま
す
。

紙
お
む
つ
の
種
類　

市
社
会
福

祉
協
議
会
指
定
の
紙
お
む
つ
の

中
か
ら
１
種
類
を
選
択

※
指
定
の
紙
お
む
つ
の
一
覧
表

を
申
請
書
と
一
緒
に
配
布
し
ま

す
。

配
布
時
期　

２
月(

配
布
日
は
決

定
者
に
別
途
通
知
し
ま
す)

配
布
方
法　

業
者
に
よ
る
配
達

申　

紙
お
む
つ
給
付
申
請
書(

市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各
支

所
に
あ
り
ま
す)

に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
対
象
と
な
る
人
の
身

体
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の(

介

護
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳)

の
写
し
を
添

え
て
、
お
近
く
の
市
社
会
福
祉

協
議
会
本
所
ま
た
は
各
支
所
へ

※
前
回(

９
月)

に
給
付
を
受
け

た
人
で
、
身
体
状
況
に
変
化
の

な
い
人
は
添
付
書
類
の
提
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

期　

12
月
３
日
㈪
～
１
月
７
日

㈪
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月

31
日
㈪
～
１
月
３
日
㈭
を
除
く)

ス
ポ
ー
ツ

紙
お
む
つ
給
付
事
業

市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
�
０
５
０
０

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

　

12
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ

の
日(

毎
月
第
２
日
曜
日)

は
、

市
民
体
育
館
を
無
料
開
放
し
ま

す
。

時　

12
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時

※
当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
２
人
が
、
利
用
者
の
要
望
に

よ
り
、
指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

　市では、皆さんの健康増進のため、市内日帰
り温泉の市民特別無料招待券を進呈します。今
回、無料招待券を印刷したチラシをこの広報紙
(12月１日号)に差し込んでお届けしています。
利用できる施設は、チラシで確認してください。
有効期限　平成25年２月28日(木)
　詳しくは、二観光課(℡�2873)へ。

「市内日帰り温泉」市民特別無料招待券

人口と世帯／平成24年10月末現在

●人口　83,770人 (男40,958人、女42,812人 )
●世帯　31,655世帯
● 10月のうぶごえ　男の子25人、女の子24人



Information     oxB

□本庁舎・第二庁舎  TEL22-2111　 □子持総合支所  TEL 24-1211
□伊香保総合支所  TEL72-3155　 □赤城総合支所  TEL 56-2211
□小野上総合支所  TEL 59-2111　 □北橘総合支所  TEL 52-2111

■本庁・各総合支所の電話番号

渋川市ホームページアドレス変更のお知らせ

17 平成24年12月１日号

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
冬
季
大
会

ス
ケ
ー
ト
大
会

時　

１
月
14
日
㈷
午
後
３
時
開

会
式
、
午
後
４
時
競
技
開
始(

予

定)所　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
伊
香
保
リ
ン
ク

競
技
種
目　

左
表
の
と
お
り

参
加
資
格　

市
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
人
ま
た
は
市
内
の
ス
ポ

ー
ツ
団
体
加
入
者

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

※
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

費　

無
料(

貸
靴
は
３
０
０
円)

申　

申
込
用
紙(

体
育
課
に
あ
り

ま
す)

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

体
育
課
へ

期　

12
月
27
日
㈭
ま
で

問　

市
体
育
協
会
ス
ケ
ー
ト
部

事
務
局
白
石
さ
ん(

℡
０
９
０

－

１
１
１
６
－
３
３
５
２)

市民スケート大会競技種目
種　　別 種　　目

小学生
低学年

500ｍ・1,000ｍ

(男女別に２種目の合計得点で

総合優勝を決定)

高学年
中学生
高校生

20歳代(高校生以外の15～19歳
を含む)

30歳代
40歳代
50歳代

60歳以上

オープン競技
100ｍ(初心者のみ)
1,500ｍ・3,000ｍ

参加者全員 ゲーム

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

　

い
ず
れ
も
申
・
問
は
、
渋
川

い
き
い
き
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
小
松
真
弓
さ
ん(

℡
�
０
１
２

０)

へ
。

〈
健
康
づ
く
り
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
〉

時　

12
月
12
日
㈬
、
19
日
㈬
、

26
日
㈬
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分

所　

渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス(

渋
川
／

辰

巳
町)

内　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
で
、

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
な
ど
を
使
っ
て
、
健
康

づ
く
り
、筋
力
づ
く
り
を
し
ま
す

費　

１
０
０
０
円(

保
険
料
な
ど)

対　

市
内
の
小
学
４
年
生
～
成
人

定　

６
人(

先
着
順)

持　

室
内
用
運
動
靴

〈
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
内
マ
ッ
ト
運

動
指
導
〉

時　

▽
12
月
教
室
＝
10
日
㈪
、

17
日
㈪　

▽
１
月
教
室
＝
21
日

㈪
、
28
日
㈪

※
各
教
室
と
も
午
後
７
時
～
８
時

所　

渋
川
中
学
校
武
道
館

内　

前
転
、
後
転
、
側
転
、
倒

立
な
ど
の
マ
ッ
ト
運
動
の
基
本

費　

１
カ
月
５
０
０
円(

保
険
料

な
ど
）

対　

市
内
の
幼
児
～
中
学
生

定　

５
人(

先
着
順
）

持　

室
内
用
運
動
靴

〈
ロ
ー
ラ
ー
＆
ス
ケ
ー
ト
教
室
〉

時　

12
月
７
日
㈮
～
１
月
25
日

㈮
の
毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
～

７
時(

12
月
28
日
、
１
月
４
日
を

除
く･

計
６
回)

所　

渋
川
ネ
イ
ブ
ル
ス
ク
エ
ア

内　

日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
が
楽
し
く
指
導
し

ま
す
。
初
心
者
で
も
安
全
な
ス

ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
指
導
し
ま
す

費　

１
カ
月
２
０
０
０
円(

保
険

料
・
用
具
貸
出
料
含
む
）

対　

市
内
の
幼
児
～
成
人

定　

10
人(

先
着
順
）

他　

ス
ケ
ー
ト
靴
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
ガ
ー
ド
は
希
望
者
に
貸
し

出
し
ま
す
。
申
込
時
に
靴
の
サ

イ
ズ
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　荒廃している竹林(竹やぶ)を
整備しようとする市内在住の個
人や団体などに、竹粉砕機を貸
し出します。
貸出期間　通年(12月28日～１
月３日を除く)
使用期間　１週間以内

申請受付日　月～金曜日午前８時
30分～午後５時15分(祝日を除く)
費　無料(燃料費は使用者負担)
〈申込・問い合わせ窓口〉
赤経済建設課(℡�2211)
子経済建設課(℡�1211)
北経済建設課(℡�2111)

自走式竹粉砕機を貸し出します

伊香保リンク

　11月24日から本市のホームページアドレスが下記のとおり変更となりま
した(平成25年３月31日までは今までのホームページアドレスからも新しい
アドレスへ移動できます)。詳しくは、本情報統計課(℡�2320)へ。
URL http://www.city.shibukawa.lg.jp/



情報ぼっくす
《マークの見方》
　＝本庁舎　　＝第二庁舎
　＝伊香保総合支所　　＝小野上総合支所
　＝子持総合支所　　＝赤城総合支所
　＝北橘総合支所　　＝電話番号
　＝ファクス番号　　＝Ｅメールアドレス
　＝とき・期間　　＝ところ　　＝内容
　＝講師・医師　　＝対象者　　＝定員
　＝参加料・入場料　　＝持参するもの
　＝申込・参加方法　　＝問い合わせ先
　＝申込期間・開始日・期限　　＝その他

本 二
伊 小
子 赤
北 TEL

時 所 内
師 対 定
費 持
申 問
期 他

FAX Eメール

18広報しぶかわ

公
民
館

小
野
上
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会

時　

１
月
１
日
㈷
午
前
９
時
30

分(

受
付
は
午
前
９
時
か
ら)

所　

小
野
上
温
泉
公
園
周
辺

種
目　

▽
１
・
５
㌔
㍍
＝
小
学

生(

男
・
女)

、
一
般(

男
・
女)

、

フ
ァ
ミ
リ
ー(

親
子
１
人
ず
つ)

▽
３
㌔
㍍
＝
中
学
生(

男
・
女)

、

一
般(

男
・
女)

ス
タ
ー
ト
時
間　

▽
１
・
５
㌔

㍍
＝
午
前
10
時　

▽
３
㌔
㍍
＝

午
前
10
時
30
分

費　

無
料

申　

電
話
で
小
野
上
公
民
館
へ

※
当
日
、
会
場
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

他　

参
加
者
全
員
に
小
野
上
温

泉
セ
ン
タ
ー
の
無
料
入
浴
券(

当

日
限
り
有
効)

を
差
し
上
げ
ま
す

※
当
日
、
会
場
で
は
ホ
ッ
ト
コ

コ
ア
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

小
野
上
公
民
館 

℡
�
７
０
２
７

団
塊
世
代
向
け
講
座

渋
川
の
街
道
を
行
く

中
央
公
民
館　

℡
�
４
３
２
１

時　

12
月
19
日
㈬
午
前
９
時
～

正
午

集
合
場
所　

中
央
公
民
館
玄
関

必要資格など　▷臨時教職員＝小・中学校教諭、
養護教諭、看護師、准看護師　▷特別支援教育
支援員＝一人ひとりの子どもの成長を願った支
援のできる人　▷学校図書事務補助員＝学校図
書館での図書の貸し出しや整理業務などに関心
があり、コンピューターの操作ができる人
勤務形態　常勤または非常勤
申　二学校教育課へ連絡の上、市販の履歴書を
学校教育課(〒377-8501・石原80)へ送付して
ください
※学校図書事務補助員のみ、募集期限を１月15
日㈫(必着)とします。
※選考の上、採否を決定します。
　詳しくは、学校教育課(℡�2121)へ。

職務内容　学校用務全般、バス運転業務
必要資格　二級ボイラー技士または危険物取扱
者乙種四類、大型自動車運転免許
申　市販の履歴書に必要事項を明記し、直接ま
たは郵送で二教育総務課(〒377-8501・石原80)へ。
※選考の上、採否を決定します。
期　12月25日㈫まで(必着)
　詳しくは、教育総務課(℡�2076)へ。

臨時教職員／特別支援教育支援員
　　　　　／学校図書事務補助員

　学校技術員／バス運転手

　市内に住む特定疾患医療受給者証や小児慢性特定
疾患医療受給者証をもつ人に見舞金を支給します。
前年度見舞金を受給し、引き続き見舞金の受給資格
を有している人は、現況届を提出してください。
提出方法　印鑑、特定疾患医療受給者証の写しまた
は小児慢性特定疾患医療受給者証の写しを持参し、
社会福祉課障害福祉係または各総合支所市民福祉課へ
期　12月28日(金)まで

※現況届を提出しない場合、受給資格を喪失し、見
舞金が受けられなくなります。
〈新たに申請をする人〉
　提出期限以降、新たに受給者証の交付を受けた人
や、該当する人でまだ申請していない人は、随時、
新規申請を受け付けます。
　詳しくは、本社会福祉課障害福祉係(℡�2359)
または各総合支所市民福祉課へ。

お済みですか？特定疾患等見舞金現況届／提出期限は12月28日

　11月15日号９ページに掲載した「人権尊重ポ
スター・入賞作品の展示会」について、会場が下
記のとおり変更となりましたのでお知らせします。
時　12月３日(月)～７日(金)
変更後会場　市役所第二庁舎あじさいサロン

人権尊重ポスター
入賞作品展示会場変更のお知らせ

小・中学校臨時教職員などを募集します
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「安藤哲也氏のイクメン講演会」
父親が変われば、社会が変わる～
ファザーリングのすすめ

□本庁舎・第二庁舎  TEL22-2111　 □子持総合支所  TEL 24-1211
□伊香保総合支所  TEL72-3155　 □赤城総合支所  TEL 56-2211
□小野上総合支所  TEL 59-2111　 □北橘総合支所  TEL 52-2111

■本庁・各総合支所の電話番号
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内　

沼
田
街
道(

前
橋
市
米
野

宿

－

溝
呂
木
宿

－

南
雲
宿)

を

市
の
車
に
分
乗
し
て
巡
り
ま
す

師　

市
生
涯
学
習
課
職
員

対　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

定　

18
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

費　

無
料

申　

電
話
か
直
接
窓
口
へ

期　

12
月
10
日
㈪
～
13
日
㈭
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

図
書
館

市
立
図
書
館
の

催
し
物
案
内

市
立
図
書
館　

℡
�
０
６
４
４

　

い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書

館
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会
ク
リ
ス

マ
ス
会
〉

時　

12
月
15
日
㈯
午
後
２
時

内　

▽
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
＝｢

夢
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

(

歌)｣

「
う
さ
ぎ
野
原
の
ク
リ
ス

マ
ス｣｢

赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん｣｢

あ

わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス｣　

▽
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
＝｢

12

支｣　

▽
絵
本
＝｢

ク
リ
ス
マ
ス

に
は
お
き
て
て 

く
ま
さ
ん｣

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

時　

12
月
16
日
㈰
午
後
２
時

内　

｢

こ
こ
に
泉
あ
り｣(

監
督:

今
井
正
／

主
演:

小
林
桂
樹
・
岸

恵
子
／

１
９
５
５
年･

日
本
映
画)

※
終
戦
後
、
日
々
の
生
活
に
苦

し
み
な
が
ら
も
、
人
々
の
た
め

に
演
奏
会
を
続
け
る
群
馬
交
響

楽
団
の
姿
を
描
い
た
作
品
で
す
。

あ
た
た
か
い
心

(

敬
称
略)

▽
生
徒
用
図
書(

28
冊)

＝
伊
香

保
地
区
更
生
保
護
女
性
会(

伊
香

保
町
伊
香
保)

▽
児
童
・
生
徒
用
図
書(

68
冊)

＝
渋
川
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ(

吹
屋)

▽
掲
示
パ
ネ
ル(

３
点)

＝
渋
川

中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ(

吹

屋)▽
児
童
・
生
徒
用
図
書(

１
１
８

冊)

＝
村
上
三か

ず

え衛(

村
上)

▽
金
10
万
円
＝
大
山
久
子(

渋
川

／

寄
居
町)

▽
木
版
画(

95
点)

＝
髙
橋
房
雄

(

八
木
原)

▽
金
10
万
円
＝
渋
川
地
区
障
害

者
福
祉
協
議
会(

渋
川
／

長
塚
町)

▽
児
童
用
図
書(

51
冊)

＝
川
島

医
院(

渋
川
／

長
塚
町)

▽
児
童
・
生
徒
用
図
書(

17
冊)

＝
子
持
地
区
更
生
保
護
女
性
会

(
吹
屋)

▽
金
５
万
円
＝
ク
ラ
ス
№
１(

渋

川
／

辰
巳
町)

時 12月16日(日)午後１時30分～３時
所 高崎市市民活動センター「ソシアス」(高崎
市足門町)
師 安藤哲也さん(ＮＰＯ法人ファザーリング
ジャパン副代表)
対 県内在住で次のいずれかに該当する人
①父親または父親になる予定の男性(夫婦での
参加も可)
②子育てに関心のある人
定 100人(先着順・定員になり次第締切)
費 無料
申・問 電話、ファクスまたはＥメールで郵便
番号、住所、氏名、年齢、電話番号をぐんま
男女共同参画センター(℡027-224-2211･ｆ027-
224-2214･ｍsankakuse@pref.gunma.lg.jp)へ
他 満１歳からの未就学児の託児(無料)を先着
20人で受け付けます　　　 (本市民生活課)

　「あやしい！」と思ったら、振り込む前に
家族や渋川警察署(℡�0110)に相談しまし
ょう。
対策１ 普段から家族みんなで振り込め詐欺の
話をしましょう！　振り込め詐欺の手口を知
ることが大切です
対策２ 困ったときの相談先を決めておきまし
ょう！　慌てずに、信頼できる周りの人に相
談を

対策３ 合い言葉を決めておきましょう！
　家族だけが答えられる合い言葉を決めてお
きましょう。相手が間違えたら「あやしい」
のサイン
対策４「電話番号が変わった」という連絡は
再確認しましょう！　まずは以前の連絡先に
電話してみましょう。「念のため」の確認が被
害を防ぎます

(本市民生活課)

「家族の絆
きずな

」で振り込め詐欺を予防しましょう！



20広報しぶかわ

　芸術活動の成果発表の場として、市民をはじ
め多くの人に利用していただいている市美術館
市民ギャラリーの来年度の利用者を募集します。
ぜひ、ご利用ください。
■利用期間　水曜日から翌週月曜日を１週間と
して、前期に８週間と後期に８週間
前期　①５月22日㈬～27日㈪　②５月29日㈬
～６月３日㈪　③６月５日(水)～10日㈪　④６
月12日㈬～17日㈪　⑤６月19日㈬～24日㈪
⑥６月26日㈬～７月１日㈪　⑦７月３日㈬～８
日㈪　⑧７月10日㈬～15日㈷
後期　①８月21日㈬～26日㈪　②８月28日㈬
～９月２日㈪　③11月20日㈬～25日㈪　④11
月27日㈬～12月２日㈪　⑤12月４日㈬～９日㈪
⑥平成26年２月５日㈬～10日㈪　⑦平成26年
２月11日㈷～17日㈪　※この週は水曜休館。 
⑧平成26年２月19日㈬～24日㈪　※利用は最長
２週間まで。
■間取り　下図のとおり（展示パネル1.8ｍ幅と
0.9ｍ幅、天井高2.95m）　■利用料金　▷全室

（232㎡）＝５万4,000円　▷Ａ室（142㎡）＝３万
6,000円　▷Ｂ室（90㎡）＝２万4,000円
■申込方法　電話または直接市美術館・桑原巨
守彫刻美術館へ　■申込期間　１月24日㈭～
利用期間の１カ月前まで（先着順）　※１月24日
㈭は、窓口でのみ受け付けます。

　渋川美術協会では、第11回市民美術展を開催
します。皆さんの応募をお待ちしています。
〈市民美術展〉
■とき　平成25年５月10日㈮～19日㈰午前10
時～午後６時（最終日は午後４時まで）
■ところ　市美術館・桑原巨守彫刻美術館３階
市民ギャラリー
〈作品募集〉
■募集作品　①日本画（水墨画を含む）、洋画、水
彩画　②版画　③彫刻　※応募は一人１点に限
ります。　■規格　①日本画、洋画、水彩画＝10号
以上20号以内。額装はガラス使用不可、５㎝以
内の細縁。日本画または水彩画でマット使用の
場合の額縁はマットを含めて５㎝以内　②版画
＝額装が10号以上20号以内であれば作品は10
号以下でも可　③彫刻＝80㎝×80㎝×200㎝の
直方体内に収まるもの　※詳しくは、出品要項を
確認してください。　■出品要項配布場所　市
美術館、二生涯学習課、各総合支所、各公民館
など　■対象者　市内在住・在勤・在学の人ま
たは本市出身で、16歳（高校生 ) 以上の人　
■作品展示　無審査で全作品展示　■賞　優秀
作品には賞を授与　■出品手数料　▷一般＝
1,500円　▷高校生＝1,000円　■搬入日　５
月５日㈰午前10時～午後４時　■搬入場所　市
美術館３階資料室　■問い合わせ先　渋川美術
協会石野泰之さん宅（℡�5133）

市民ギャラリー見取り図
出入口

B室 A室

約7.5m
出入口

約6.5m

約9m
約10.5m

約12.5m

約20m

約11m

展示パネル設置可能ライン

平成25年度の市民ギャラリー
利用申込を受け付けます

絵画・版画・彫刻作品を募集
－第11回市民美術展－

市美術館からの
お知らせ
市美術館・桑原巨守彫刻美術館（℡㉕3215）



健康GUIDE
けんこうガイド　　

♠紹介します♥

元　笑元　笑気　　顔気　　顔

　２歳未満（受付時点）の子ども
さんの写真を募集します（掲載
は１人１回のみ）。子どもさんの
氏名（ふりがな）、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、本秘書広報課
（〒377-8501・石原80）へ。
※このコーナーは市ホームペー
ジには掲載しません。

写真募集中
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複
十
字
運
動
は
、
結
核
や
肺

が
ん
な
ど
の
胸
部
疾
患
を
な
く

し
て
、
健
康
で
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
、
結
核
予
防
週
間

（
９
月
24
日
〜
30
日
）を
中
心

に
、
８
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

に
か
け
て
全
国
的
に
展
開
さ
れ

て
い
る
運
動
で
す
。

　

結
核
は
、
世
界
で
毎
年
８
８

０
万
人
が
発
病
し
、
１
４
０
万

人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
で
も
学
校
や
医

療
機
関
、
高
齢
者
関
係
施
設
等

で
集
団
感
染
が
発
生
す
る
な

ど
、
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
我

が
国
最
大
級
の
感
染
症
で
す
。

　

複
十
字
運
動
は
、
こ
の
危
機

的
な
状
況
を
地
球
規
模
で
克
服

し
て
い
く
た
め
、
世
界
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
運
動
に
協
力

し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
ご

支
援
の
募
金
を
お
願
い
す
る
た

め
、
下
表
の
と
お
り
募
金
箱
を

設
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
、
病
気
に
対
す
る
知
識
の

啓
発
や
予
防
意
識
の
高
揚
と
い

っ
た
結
核
予
防
の
広
報
活
動
、

結
核
検
診
車
・
検
診
機
器
の
整

備
、
結
核
の
調
査
研
究
、
さ
ら

に
は
予
防
事
業
へ
の
助
成
や
発

展
途
上
国
の
結
核
対
策
援
助
に

使
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
二
渋
川
保
健
セ

ン
タ
ー（
℡
㉕
１
３
２
１
）へ
。

複
十
字
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

結
核
の
研
究
な
ど
に
役
立
て
る
た
め

皆
さ
ん
の
募
金
を
お
願
い
し
ま
す

結核ってなに？
　結核とは、結核菌によって主
に肺に炎症を起こす病気です。
結核菌は、重症の結核患者が咳
やくしゃみをした際に飛散し、
それを周りの人が直接吸い込む
ことによって感染します。
　初期症状は、風邪とよく似て
います。咳やたんが２週間以上

続いたら医療機関を受診しま
しょう。早期発見は、症状の重
症化を防ぐだけではなく、家族
や職場の人への感染拡大を防ぐ
ためにも重要です。
　また、結核を予防するために、
生後６カ月までにＢＣＧ接種を
受けましょう。

複十字運動募金箱設置場所
地　区 設置場所

渋　川
市役所本庁舎１階　市民課窓口
市役所第二庁舎１階　渋川保健センター窓口

伊香保 伊香保総合支所　市民福祉課窓口
小野上 小野上総合支所　市民福祉課窓口
子　持 子持総合支所　市民福祉課窓口
赤　城 赤城総合支所　市民福祉課窓口
北　橘 北橘総合支所　市民福祉課窓口

※募金箱の設置は、12月27日㈭までです。　※設置時間は、開庁日の業務時間内です。

ミニ知識ミニ知識

募
金
箱
は
市
役
所
本
庁
舎
と

第
二
庁
舎
、
各
総
合
支
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す



市民の声
Voice
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伊香保地区

対話集会報告

健康推進員などの６人が参加し開催
　市では、市民の皆さんから直接地域の声を聴く
ため、対話集会を行っています。10月４日には、
伊香保総合支所で地元の健康推進員と食生活改善
推進員の６人に参加してもらい、開催しました。
参加者からの意見に対する市長の回答や、市の対
応状況などの一部を紹介します。

︿
善
行
者
の
表
彰
﹀

　

近
所
の
道
路
脇
の
草
刈
り
や
側
溝

の
掃
除
を
、
無
償
で
し
て
い
る
人
が

い
ま
す
。
そ
う
い
う
善
行
者
を
広
報

紙
な
ど
で
紹
介
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

副
市
長
の
回
答　

広
報
紙
な
ど
で
の

紹
介
と
い
う
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
実
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
環

境
美
化
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
を
表
彰
で
き
な
い
か
と
い
う

話
が
あ
り
、
現
在
検
討
中
で
す
。
自

治
会
長
な
ど
を
通
じ
て
把
握
し
て
い

く
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
は
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
考
え

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
個
人
に
広
げ

る
必
要
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
二
土
木
管
理
課
・
本
市
民
生
活
課
）

︿
伊
香
保
温
泉
の
観
光
整
備
﹀

　

石
段
街
下
の
バ
ス
停
留
所
付
近
な

ど
に
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
が
な
く
て
観

光
客
が
不
便
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
温
泉
地
内
に
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

副
市
長
の
回
答　

石
段
の
最
下
段
に

待
合
室
を
整
備
す
る
計
画
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
に
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
を
設

置
す
る
よ
う
に
指
示
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
ど
う
し
て
も
人
件
費
が
掛
か
っ

て
く
る
の
で
、
実
現
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
観
光
客
へ
の
案
内
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
旅
館
や
お
店
な
ど
、
地
域

で
工
夫
し
な
が
ら
検
討
し
て
は
ど
う

か
、
と
い
う
の
が
現
時
点
の
考
え
で

す
。
ま
た
、
整
備
す
る
待
合
室
に
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
備
え
付
け
る
な
ど

の
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
二
観
光
課
）

︿
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
﹀

　

今
、
高
齢
者
の
間
で
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
大
変
盛
ん
で
す
。

総
合
公
園
は
、
涼
し
く
て
運
動
を
し

や
す
い
場
所
な
の
で
、
そ
こ
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
て
多

く
の
人
に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
市
外
か
ら
の

観
光
客
の
誘
致
に
も
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

市
長
の
回
答　

現
在
進
め
て
い
る﹁
ス

ポ
ー
ツ
振
興
地
域
活
性
化
構
想｣

の

中
に
は
、
交
流
人
口
の
増
加
も
う
た

っ
て
お
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

で
の
集
客
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
実
現
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
の
で
、
検
討
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
な
ど
を
誘

致
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
大
会
に
は
、
家
族
み

ん
な
で
応
援
に
行
く
こ
と
が
多
い
の

で
、
伊
香
保
温
泉
に
泊
ま
り
な
が
ら

応
援
に
、
と
い
う
こ
と
も
見
込
め
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

担
当
課
よ
り　

総
合
公
園
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
専
用
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
新
た
に
整
備
す
る
の
で
は
な

く
、
運
動
広
場
な
ど
現
在
あ
る
設
備

の
中
で
対
応
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　
　

  

（
本
企
画
課
・
二
体
育
課
）

石段の上からバス停を望む



中学校などで行われている福祉教育
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健
康
診
断
を
受
け
て
、
腹
囲
・

血
圧
・
脂
質
・
血
糖
の
数
値
が

規
定
値
以
上
に
な
る
と
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
内
臓
脂
肪

が
蓄
積
し
た
状
態
で
、
そ
の
影

響
に
よ
り
血
中
脂
質
に
異
常
が

起
き
た
り
、
高
血
圧
や
高
血
糖

を
招
き
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
自

分
の
身
体
状
態
を
確
認
し
、
健

康
的
な
生
活
に
心
掛
け
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

︿
ま
ず
は
次
の
３
点
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
﹀　
　

①
体
重　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
計
算
で
適

正
体
重
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

計
算
方
法
は
、
体
重（
㌔
㌘
）÷
身

長（
㍍
）÷
身
長（
㍍)

で
す（
基
準

値
は
18
・
５
以
上
25
・
０
未
満
）。

②
お
な
か
周
り　

男
性
85
㌢
㍍
、

女
性
90
㌢
㍍
ま
で
が
基
準
と
な

り
ま
す
。

③
血
圧
・
脂
質
・
血
糖
値　

次
の

数
値
に
な
る
と
要
注
意
で
す
。

▽
血
圧
＝
収
縮
期
血
圧
１
４
０

㍉
㍍
水
銀
柱
以
上
、
拡
張
期
血

圧
90
㍉
㍍
水
銀
柱
以
上

▽
脂
質
＝
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
１
４
０
㍉
㌘
／
デ
シ
リ
ッ

ト
ル
以
上
、
中
性
脂
肪
３
０
０

㍉
㌘
／
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
以
上

▽
血
糖
＝
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ンA
1
c

６
・
１
㌫
以
上
、
空
腹
時
血
糖

値
１
２
６
㍉
㌘
／
デ
シ
リ
ッ
ト

ル
以
上

︿
メ
タ
ボ
予
防
に
は
栄
養
・
運

動
・
休
養
が
大
切
で
す
﹀

①
栄
養　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
心
掛
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過

剰
摂
取
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
運
動　

日
ご
ろ
か
ら
体
を
動

か
す
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
、
楽
し
く
で
き
る
運
動
が

お
勧
め
で
す
。

③
休
養　

睡
眠
不
足
は
、
疲
労

が
蓄
積
す
る
原
因
で
す
。
寝
る

前
に
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
っ

て
一
日
の
疲
れ
を
解
消
し
ま
し

ょ
う
。

　

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
心
身

と
も
に
健
康
で
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

毎月４回掲載／第１回
育てよう！ 一人ひとりの人権意識

 健康の道しるべ 毎月掲載

メ
タ
ボ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

健

康

管

理

課

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
お
互

い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
目
指
し
て
人
権
感
覚
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
、
人
権
問
題
を

取
り
上
げ
、
考
え
て
も
ら
う
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、｢

障
害
の
あ
る

人｣

に
関
す
る
人
権
問
題
を
取

り
上
げ
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
に
、
人
権
侵

害
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

｢

た
ま
に
感
じ
る｣

と｢

い
つ
も
感

じ
る｣

と
答
え
た
人
の
割
合
が

高
く
、
ま
た
、
学
校
教
育
の
現

場
に
お
い
て
は
、
福
祉
教
育
の

充
実
の
た
め
に
、「
通
常
の
学
級

と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し
て

欲
し
い
」と
考
え
て
い
る
人
が

多
く
い
ま
す
。　

　

障
害
の
あ
る
人
の
人
権
を
考

え
て
い
く
に
は
、
学
校
で
の
教

育
を
含
め
、
障
害
の
あ
る
人
と

な
い
人
の｢

交
流
の
機
会｣

に
よ

り
お
互
い
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

頭
で
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、

人
権
を
尊
重
す
る
感
覚
が
自
然

に
身
に
付
く
機
会
を
増
や
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

交
流
・
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を

充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互

い
を
認
め
合
い
、
障
害
の
あ
る

人
の
人
権
を
尊
重
し
て
い
く
社

会
を
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。　

（
寄
稿
：
市
人
権
教
育
推
進
協

議
会
委
員
・
二
生
涯
学
習
課
）

﹁
障
害
の
あ
る
人
﹂に
関
す
る
人
権
問
題
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手間ひまかけた日本一の子持こんにゃく

　コンニャク芋の生産量全国１位を誇る群馬県。なかでも
子持地区は県内有数の生産地です。コンニャク芋は、掘り
取りと植え付けを繰り返し、収穫できるようになるまでに
３年程かかります。また、低温に弱く、腐りやすいため、
収穫してから次に植えるまでの保管がとても難しく、生産
農家は手間暇かけて大切に栽培しています。
　昔からおでん、肉じゃが、すき焼きなどの料理に欠かせ
ない「こんにゃく」。ヘルシーで体に良い健康食としても重
宝され、特に味が良くしみる生玉こんにゃくを使ったみそ
田楽やさしみこんにゃくは絶品です。

　「河鹿橋の紅葉ライトアップ」。見ごろを撮影しようと、
数回にわたって夜の河鹿橋へ。日々、色付きを増す紅葉
に秋の深まりを感じつつ、光の演出が生み出す幻想的な
世界をパチリッ！しかし、なかなか思うようには撮れま
せん。難しい！来シーズンもチャレンジします。(山)

vol.32

　皆さんが市内で撮影した写真を募集します。
写真にタイトルと撮影場所、撮影日、住所、氏
名を明記して本秘書広報課(〒377-8501・石原80 
・ｍkouhou@city.shibukawa.lg.jp) へ。
※特定の人物を中心に撮影しているものなど、
写真によって掲載できない場合があります。

撮影場所：伊香保町伊香保(河鹿橋)
撮影日：平成24年11月10日
撮影者：小林一久さん(沼田市・渋川市在勤)

【伊香保の紅葉】


